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大地図展 江フェルメールも描いたブラウの世界地図
期　間	 4月22日〜8月9日
会　場	 東洋文庫ミュージアム
電　話	 03−3942−0280（東京都文京区）

館蔵 古地図展
期　間	 5月19日〜8月15日

会　場	 千秋文庫
電　話	 03−3261−0075（東京都千代田区）

異国の面影−横濱外国人居留地1895− 
　迷いこんだのは、120年前の地図の中
期　間	 4月22日〜7月12日
会　場	 横浜開港資料館
電　話	 045−201−2100（横浜市中区）
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　平成27年第2回巡検は、秋に伊能忠敬ゆかりの香取
市（佐原）をバスで尋ねます。重要伝統的建造物群保
存地区の「佐原の町並み」や、東日本大震災で休館し、
2014年秋に再公開された伊能忠敬旧宅なども訪れる
予定です。
　詳細は行事委員会で検討致し、開催日、ルート、
集合場所などは次号のICICニュースや当財団ホーム
ページに夏頃掲載予定です。奮ってご参加下さい。

アートとしての地図を見るサイト
　Beautiful	Mapsと題されたDennys	Hess氏のTumblr
（アメリカのメディアミックスブログサービス）には、その
名のとおり美しい地図のイラストが集められています。現

代地図から古地図まで楽しく眺められますが、地図の出
典や名称・縮尺は記載されていないようです。日本の切
絵図なども掲載されており、地図は実用性に加え、芸術
性や遊びの要素も必要だと感じさせます。水彩画、墨絵、
インクイラストなどなど、様 な々絵地図もあり、飽きさせま
せん。サイトはhttp://mapsdesign.tumblr.com。

（GIZMODE）

秋のバス巡検開催予定
伊能忠敬ゆかりの佐原（香取市）探訪
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第61回 道隅に張り出した一棟の見られる奇妙な町筋
　　　（南青山五丁目）

帝京大学理事　井口悦男
　渋谷駅前から都心へ、青山通り（国道246号線）を
抜けるおり､幾つもの交差または分岐する広狭の道々に、
次 と々接する。それらの両側にあたる道隅は、建物の前
面が通常見通せる形に、そのツラが一直線に揃ろえられ
いる。その多くには整備された都市域内では、道路面よ
りわずかに高い歩道分も見られる。そのような都市域が
お定まりの景色のなかで現、南青山五丁目域（旧、青山
六丁目角）から西麻布（旧、霞町）、六本木方面に達す
る都道、（現在この道から入らないで246号と平行する
高速道の下を渋谷方面から行ける）その出入口の片側
に、小さな３階建て洋風建築が立ちふさがるように１棟
見られる。気づかなければ見過ごす景色ながら、奇妙な
雰囲気である（図1、2）。
　じつは、この道隅、道路分岐点近くに見られる建築物
という所が、謎解きの元になる。すぐ近くの、渋谷駅寄り
「青山七丁目」所在の「青山車庫」に収容、管理された
車両と、これらを運転した人員を管理した、車庫敷地内
設置の「青山出張所」棟に対し、これらが明治末期、市
電化直前の「東京市街鉄道」期成立していたのに遅れ、

「東京市電」期初頭の大正初期開業線区にあたり、車
両は「青山車庫」に収容、管理したが、運転要員等は近
くの別線域の出入口にあたる「青山六丁目」角に「青山
南町」出張所として設立され、大正末期には「青山」の
派出所となり、昭和12年には制度上消滅している。ただ
し往時の建物は、多分転用されていたと思われるが、戦
災もくぐり抜けた。ちなみに、渋谷駅前は新宿駅前と同様
に、第２次大戦後永く３つの系統が達し､揃っていたが、
渋谷が３系統になったのは、昭和12年以降で、それ迄２
系統で、もう１系統（戦後の６）は、永らく開業時の青山
六丁目折返えしであった（大震災時など例外時を除く）。
　渋谷駅周辺の東京市街との一体化の運行により、大
正末以降、青山車庫止まり系統の渋谷方面直通化の進
行にともない、（路線の部分的変更を含む）新宿駅東側
並みの３つの系統終点地となる。
　渋谷駅近くの表通りから一歩踏み込んだ通り上に、マ
サに東京駅並みの大正３年以降継続された。東京市電
施設の遺構痕跡が、往時の終点に残されていること奇
跡である。青山という大正時の郊外という場所柄と、本
線上でなく支線上のことからに相違ない。
　それにしても、都電廃止時の昭和40年代にあって、建
物用地が道路用地として転換されず、道中を邪魔する形
のまま転売されたのはなぜだろうか。都電の名残りを求
める者には、現、荒川線が、戦時下軍の意向を背景にし
た買収線なので、青山の跡を貴重視すること大である。

（'15.4.20）

図1	青山通りから六本木の方に達する道の出入口現状（国土
地理院	1万分1『渋谷』昭和63年修正）。図にすると、３階
建て道路にはみ出した洋式建築は、僅かな凹凸に過ぎない
が、目に入る姿は異様。写真は“マップ”（Apple）。

図2	『青山南町』出張所棟の位置　青丸　市電気局乗客課
「電車運轉系統及停留所一覧圖」昭和7年11月現在

	 注：ただし当時は青山派出所期

➡写真


